
発行・編集／宇治田原町役場総務課　〒６１０－０２８９　京都府綴喜郡宇治田原町大字荒木小字西出１０番地　TEL.（0774）８８－２２５０　FAX.（0774）８８－３２３１　印刷／（有）新進堂印刷所　宇治市宇治妙楽９

2011
№ 515

●ホームページアドレス　http://www.town.ujitawara.kyoto.jp　●町長直通メール　okuda@town.ujitawara.kyoto.jp　●町長直通FAX　88－2011

６月号
目　次

町の位置（役場） 北緯 34度51分　東経 135度51分　海抜 118メートル
町の面積　　 58.26平方キロメートル
人のうごき　　人口 9,949人（－8）　男 4,928人（－7）　女 5,021人（－1）
　　　　　　　　　出生 9人　 死亡 15人　 転入 36人　 転出 38人
　　　　　　　　　世帯数 3,429世帯（+8）
　　　　　　　　　※平成23年５月１日現在の数値。　（　）内は前月との比較。

『町民の窓』は古紙再生紙を使用し、大豆油インクで印刷しています。

特集　国保財政がピンチ!!………Ｐ２･３
　　家計も助かる医療費の節減を
茶の里伝言板 ……………Ｐ４･５･６･７
町ともに創るまちづくり推進計画策定「やってみよう 手を結ぼう 宇治
田原力で茶

ちゃ

茶
ちゃ

茶
ちゃ

／府民公募型安心・安全整備事業提案募集中／私たちが
生涯スポーツ・学習を推進します「体育協会」「体育指導委員会」「社会教
育委員会」／不妊治療費助成範囲拡大　ほか

今月の案内欄 ………………Ｐ８･９･10
小・中学生広島平和体験学習募集／書道・絵画・標語の作品募集／住民
プール臨時職員募集／申込みは６月末まで農業者戸別所得補償制度
／こちら消費生活相談窓口です「リフォーム工事勧誘の注意点 ほか」
／６月は環境月間／茶論　ほか

こころを整える～文化発
ほっ

心
しん

第26回国民文化祭･京都2011
＂永谷宗圓『茶』俳句賞表彰式・講評・記念講演＂　＂室内楽フェスティバル（ハープ）＂

開催まであと
平成23年10月30日㈰
宇治田原町総合文化センター さざんかホール

か月

 

５

国文祭ＰＲ事業

６月18日（土）　午後１時30分～ （午後1時開場）
　　　　総合文化センター　さざんかホール

内田奈織（ハープ奏者） 仙崎和男（ファゴット奏者）

♪女声合唱団「コール・エミュ」
　宇治田原の里に誕生した女声合唱団「コール・エミュ」は、今年
で28年目。フランス語で「エミュ」という名前のとおり「感動に満ちて」
を目標に、週１回練習しています。現在団員は12名。山城合唱祭
や宇治田原町の文化祭に毎年出演。今年９月には、さざんかホール
で第11回定期演奏会を開催予定。指導は髙田文恭・柳川泰子。

〔主　　催〕宇治田原町教育委員会・宇治田原町文化協会
〔お問合せ〕教育委員会教育課（☎88－5850）

同　時　開　催

文化協会 レインボーフェスタ2011
お茶席
　18日（土）午後０時30分～２時〈２階ロビー〉

　　茶席接待250席　煎茶道サークル山茶花会［文化協会加盟］

作品展示・サークル紹介
　18日（土）午前10時～午後５時〈２階ロビー〉

　19日（日）午前10時～午後４時30分〈２階ロビー〉

　　京都未生流いけばな田中教室・ちぎり絵サークル

　　日本習字田中教室・今西香苑書道教室

　　岩山書道教室・宇治田原絵手紙サークル

　　パステルサークル「夢あとりえ」

　　水無瀬未生流西村教室　　など

グリーンライフカレッジ＆ことぶき大学開講式グリーンライフカレッジ＆ことぶき大学開講式

　宇治田原町郷之口在住。聖母学院高校
を経て、東京芸術大学卒業。
　海川佳代子、篠崎史子の両氏に師事。
　青山音楽賞、藤堂音楽賞、日本ハープ
コンクールアドヴァンス部門入賞、
京都府あけぼの賞など受賞。
　京都府教育委員会の「心の師匠（せ
んせい）」の講師として多くの学校
で心の教育活動を行っている。演奏
活動のほか、骨髄バンク推進、盲導
犬育成のためのボランティア活動に
も心を傾けている。

　1967年京都市堀川高校音楽科（現・
京都市立京都堀川音楽高校）卒業。同
年京都市交響楽団に入団。以来、独
奏者・室内楽奏者としても各地で活動。
1975年フランスにてポールオンニュ氏
の指導を受ける。2006年３月まで京
都市交響楽団首席奏者。現在、京都
市立音楽高校、早稲田摂陵高校吹奏楽
コースの講師。
　2005年度藤堂顕一郎音楽賞受賞、
2007年度京都芸術祭京都府知事賞受
賞。

国文祭ＰＲ隊長「まゆまろ」

町マスコットキャラクター「茶ッピー」
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　　　特　集　　国保会計の現状を知ってください
　国民健康保険（以下、国保）は、加入者の皆さんがそれぞれの収入に応じてお金を出し合い、病気やけがをしたとき
に安心して医療が受けられるように備える相互扶助の保障制度です。平成23年４月末現在で1,329世帯、2,634人が加入
している町の国保は、平成19年度決算で赤字に陥って以降、毎年支出が収入を上回る状態が続き、平成21年度決算で累
積の赤字額は約7,200万円となっています。これ以上支出を増やさないためには、加入者お一人おひとりの医療費節減
に向けたご協力が不可欠です。

国
保
会
計
は
赤
字
の

状
態
が
続
い
て
い
ま
す

　

表
①
②
は
平
成
14
年
度
以
降

の
国
保
の
決
算
状
況
を
示
し
て

い
ま
す
。
国
保
の
会
計
は
、
平

成
19
年
度
末
決
算
で
約
２
，９

０
０
万
円
の
赤
字
に
な
っ
て
以

降
、
毎
年
赤
字
を
積
み
重
ね
、

不
足
分
を
翌
年
度
会
計
か
ら
繰

り
上
げ
て
充
用
（
繰
上
充
用
）

す
る
危
機
的
な
状
況
に
陥
っ
て

い
ま
す
。

　

財
政
状
況
を
詳
し
く
見
て
み

る
と
、
平
成
19
年
度
以
前
は
基

金
を
取
り
崩
し
て
収
支
均
衡
を

図
っ
て
き
た
た
め
、
こ
の
基
金

取
り
崩
し
を
除
い
た
収
支
を
見

た
場
合
、
す
で
に
平
成
19
年
度

以
前
か
ら
実
質
的
な
赤
字
の
状

態
が
続
い
て
い
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
平
成
22
年
度
は
、
繰
上

充
用
金
を
除
い
た
実
質
的
な
単

年
度
の
収
支
が
ほ
ぼ
均
衡
を
図

れ
る
見
通
し
で
す
が
、
こ
の
ま

ま
の
ペ
ー
ス
で
医
療
費
が
増
え

続
け
れ
ば
今
後
も
赤
字
が
続
く

こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

高
齢
者
の
加
入
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す　

　

４
月
30
日
現
在
に
お
け
る
年

齢
区
分
別
の
国
保
加
入
者
数
は

表
③
の
と
お
り
で
す
。
国
保
は

他
の
社
会
保
険
な
ど
と
異
な
り
、

60
歳
以
上
の
加
入
割
合
が
相
対

的
に
高
く
、
高
齢
社
会
の
進
展

に
伴
い
、
表
④
の
年
次
別
推
移

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
今
後
ま
す

ま
す
こ
の
高
齢
者
比
率
が
大
き

く
な
る
見
込
み
で
す
。
高
齢
者

の
方
は
医
療
を
受
け
る
頻
度
が

高
い
こ
と
か
ら
、
比
例
し
て
保

険
給
付
費
（
国
保
か
ら
医
療
費

医
療
費
に
対
し
て
保
険
税

が
不
足
し
て
い
ま
す　

　

保
険
給
付
費
は
、
一
定
割
合

を
国
や
府
の
負
担
金
で
ま
か
な

い
ま
す
が
、
残
り
は
す
べ
て
加

入
者
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た

だ
く
保
険
税
で
補
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
保
険
給
付
費
は

増
加
し
続
け
る
一
方
で
、
保
険

税
の
算
定
の
基
礎
に
な
る
加
入

者
の
基
準
所
得
は
、
表
⑤
の
と

お
り
近
年
の
経
済
情
勢
を
反
映

し
て
減
少
し
続
け
て
お
り
、
増

え
続
け
る
医
療
費
に
対
し
て
保

険
税
が
足
り
な
い
状
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。

等
に
支
払
う
額
）
も
毎
年
増
加

し
て
い
ま
す
。

※平成21年度に
基金残高がある
のは、介護従事
者処遇改善臨時
特例交付金を翌
年度に繰り越す
ため一時的に基
金に繰り入れた
ことによるもの
です。

表②　国保会計決算額の推移
年　　　　　度

歳 入 合 計 Ａ
H14

745,973
H15

829,296
H16

824,216 906,465
H17 H18

858,524 926,906
H19 H20

976,277 962,447
H21 H22 見 込

1,031,300
歳 出 合 計 Ｂ 740,127 824,094 818,006 899,018 855,423 956,256 1,025,596 1,034,155 1,102,222
収　　支 Ａ－Ｂ 5,846 5,202 6,210 7,447 3,101 △ 29,350 △ 49,319 △ 71,708 △ 70,922

747006,2265,09329,2026,74155,29641,000Ｃ基金取崩額
繰上充用額 Ｄ 29,350 49,319 71,708

39△ 22,389△ 19,969△ 35,576△ 1,992△ 21,755△ 531△ 50,094△ 35,154Ｃ,Ｄを除いた実質収支額
決算年度末基金残高 88,956 36,691 32,962 7,274 6,199 0 0 747 0

47％
46％
45％
44％
43％
42％
41％
40％
39％

H19 H20 H21 H22 H23

41.23％
41.73％

43.75％ 44.38％

45.67％

表④　60歳以上の加入割合（各年４月30日現在）

65～69歳 433

70～74歳

60～64歳 390

55～59歳

13550～54歳

45～49歳 141

13940～44歳

35～39歳 159

10330～34歳

25～29歳 108

9220～24歳

15～19歳 122

10410～14歳

5～9歳

590～4歳

0 100 200 300 400 500

被保険者数

表③　国保被保険者年齢別加入者数（平成23年４月30日現在）
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表⑤　所得割課税対象額の推移（医療分）

2,142

910

1,507

654

1,564

689 675

1,516 1,617

712

1,540 1,453

698 668

1,366

733

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 見込
0

千円
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

表①　国保会計決算額の推移 歳入 歳出 基金残高 繰上充用額

国保財政がピンチ!!国保財政がピンチ!!
家計も助かる医療費の節減を
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医
療
費
の
節
減
の
た
め

に
で
き
る
こ
と　
　
　

　

表
⑥
は
平
成
14
年
度
以
降
の

保
険
給
付
費
の
推
移
を
グ
ラ
フ

に
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
８

年
間
で
約
１
・
７
倍
以
上
の
非

常
に
高
い
伸
び
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
医
療
費
が
増
え

れ
ば
、
支
出
に
見
合
う
収
入
を

確
保
す
る
た
め
に
保
険
税
を
引

き
上
げ
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
赤
字
体
質
の
改
善
の
た

め
、
次
の
よ
う
に
上
手
な
受
診

を
心
が
け
て
医
療
費
の
節
減
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

家
計
に
も
優
し
い
医
療
費
節
約
法

　

ひ
と
つ
の
病
気
で

　
　
　

お
医
者
さ
ん
を
あ
ち

　
　
　

こ
ち
変
え
な
い

　

同
じ
病
気
で
次
々
と
お
医
者

さ
ん
を
変
え
て
受
診
す
る
と
、

そ
の
つ
ど
初
診
料
が
か
か
っ
た

り
、
薬
が
二
重
に
な
っ
た
り
し

ま
す
。
信
頼
で
き
る
か
か
り
つ

け
医
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

時
間
外
受
診
を

　
　
　

避
け
ま
し
ょ
う

　

時
間
外
受
診
は
診
察
料
に
割

増
料
金
（
時
間
外
加
算
・
深
夜

加
算
）
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

急
病
で
な
い
限
り
時
間
外
受
診

は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

健
診
を
受
け
て
病
気
を

　
　
　

予
防
し
ま
し
ょ
う

　

病
気
が
進
行
し
て
か
ら
の
治
療

に
は
多

額
の
医

療
費
が

か
か
り

ま
す
。自

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　
　
　

を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

新
薬
の
特
許
が
切
れ
た
あ
と
に

つ
く
ら
れ
る
後
発
の
医
薬
品
で

す
。
新
薬
と
同
等
の
効
能
・
安

全
性
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
の
価

格
は
新
薬
よ
り
も
大
幅
に
安
く

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
い
も

の
は
新
薬
の
半
分
以
下
の
も
の

も
あ
り
、
こ
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
処
方
を
希
望
す
れ
ば
、

医
療
費
が
抑
制
で
き
る
だ
け
で

な
く
、
皆
さ
ん
が
窓
口
で
支
払

う
一
部
負
担
金
も
安
く
な
り
ま

す
。
特
に
生
活
習
慣
病
と
い
わ

れ
る「
高
脂
血
症（
脂
質
異
常
症
）」

や
「
高
血
圧
症
」、「
糖
尿
病
」
な

ど
の
慢
性
疾
患
は
、
治
療
に
長

期
的
な
服
薬
が
必
要
で
す
。
保

険
が
あ
れ
ば
薬
代
の
自
己
負
担

は
一
部
で
済
み
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
長
い
間
、
積
み
重
な
れ
ば

負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
薬
を
新
薬
か
ら
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
れ

ば
、
そ
の
価
格
差
に
よ
り
医
療

費
だ
け
で
な
く
家
計
の
負
担
も

軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希

望
す
る
場
合
は
、
薬
局
の
薬
剤
師

に
変
更
で
き
る
薬
の
特
徴
や
価
格
、

変
更
し
た
場
合
の
注
意
点
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
す
べ
て
の
医
薬

品
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が

存
在
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
国
保
に
ご
加
入
の
世
帯
に

は
、
６
月
中
旬
の
納
税
通
知
書

に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
を
同
封
し
ま
す
の
で
、

受
診
の
際
に
は
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

■問
戸
籍･

保
険
課
（
☎
８
８-

６

６
３
４
）

６月に納税通知書とともに郵送するジェネリック
医薬品希望カード

H15

800,000

700,000

600,000

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

千円

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22
見込

H14

表⑥　保険給付費の推移

411,691

494,667
527,303

593,928

547,358
563,175

639,076
672,153 

717,068

保険税率を見直しました
　平成23年度の保険税の税率について、医療分、支援
金分をぞれぞれ下表のとおり改定しました。厳しい財
政状況が続く国保会計ですが、平成22年度は単年度で
ほぼ収支均衡が図れる見込みであること、平成23年度
は前期高齢者交付金の精算に伴う追加交付が見込まれ
ることなどを考慮し、増収を目的とする実質的な引上
げを行わず、課税の公平性を確保する観点から、保険
税の課税額に占める均等割と平等割の割合が50％とな
るように保険税率を見直します。
　また、法改正に伴い、賦課限度額を医療分で１万円、
支援金分で１万円、介護分を２万円、それぞれ引き上
げさせていただきます。

税率改定表

〔所得割〕世帯の加入者全員の所得に応じた税額
〔資産割〕世帯の加入者全員の固定資産税に応じた税額
〔均等割〕加入者1人当たりの税額
〔平等割〕１世帯当たりの税額

【医療分】　その年に予想される医療費から国などの負担金、補
助金、加入者の一部負担金を除いたものが医療分保険税の総額と
なる。加入者全員で負担。

【後期高齢者支援金分】　平成20年４月に創設された後期高齢
者医療制度の円滑な運営を図るため、各健康保険が負担する費用
（後期高齢者支援金）に充てるためのもの。加入者全員で負担。

【介護分】　40歳以上65歳未満の方は、介護保険法に規定する
第２号被保険者となり、介護納付金の納付に要する費用に充てる
ためのもの。40歳以上65歳未満の方で負担。

区　　　　　分 改 正 前 改 正 後 増 　 減

医　
　

療　
　

分

　
　
（
０
～
74
歳
）

6.00% 6.15% 0.15%所 得 割

後
期
高
齢
者
支
援
金
分

　
　
　
　
（
０
～
74
歳
）

介　
　

護　
　

分

　
　
（
40
～
64
歳
）

12.00% 12.00% 0.00%資 産 割

25,800円 ▲ 200円均 等 割

平 等 割 ▲1,700円24,800円

510,000円 10,000円賦課限度割

所 得 割 －0.05%1.55%

4.00% 0.00%資 産 割

均 等 割 300円6,800円

6,200円 200円平 等 割

賦課限度割 10,000円140,000円

1.15% 0.00%所 得 割

資 産 割 0.00%7.00%

8,200円 0円均 等 割

平 等 割 0円5,600円

120,000円 20,000円賦課限度割

賦 課 限 度 額 合 計 40,000円770,000円

26,000円

26,500円

500,000円

1.60%

4.00%

6,500円

6,000円

130,000円

1.15%

7.00%

8,200円

5,600円

100,000円

730,000円

身
の
健
康
管
理
と
病
気
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
も

年
に
一
度
の
健
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

　

町
国
保
で
は
40
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
７
月
か
ら
９
月
の
期

間
で
特
定
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
に
は
６
月
下
旬

に
受
診
案
内
を
個
別
に
郵
送
し

ま
す
の
で
、
案
内
の
届
い
た
方

は
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　18歳未満の子どもさんのいる
ご家庭には、プレミアムカードを
役場福祉課へお申し出ください。

　地域のみなさんといっ
しょに、この町の人々を
応援します。

宇治田原町商業振興協同組合

通院困難な方の『ご自宅』や『介護施設』まで
伺います。まずはお電話ください。

（休診）土：日：祝　　城陽市枇杷庄島の宮36－8

訪問歯科診療 のおしらせ

田坂歯科医院　TEL 0774－54－0281

毎週日曜日に新聞折込してます
快適住まいのリフォーム

パナソニックのリファインショップ

介護保険対象工事・太陽光発電・オー
ル電化・バリアフリー改修・省エネ
改修・耐震改修・火災報知機承ります。
ネットで検索
リファイン京田辺

京田辺
リファイン

京田辺市三山木西荒木６　お問合せ
通話料無料　0120（806）200へ
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あなたとともにまちづくり

■問＝問合せ先／■申＝申込先■ お問合せ･ご相談は　デジサポ京都  ☎０７５（３３０）３０３０ （平日 9：00～21：00　土日祝 9：00～18：00）

2011年７月24日
アナログテレビ放送は見られなくなります! アナログ放送終了まで

あと53日

お問合せはお近くのJA窓口又は渉外担当者へ
田 原 支 店 （0774）88－2005
宇治田原支店 （0774）88－2034

い
つ
も

一
緒
に
ね
。

〔変動金利型〕標準金利

年　　　　　％
扌
〔変動金利型〕

最大軽減金利

〔変動金利型〕標準金利

年　　　　　％

〔変動金利型〕

最大軽減金利

　
　
　
　

町
と
も
に
創
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
策
定
し
ま
し
た

　

や
っ
て
み
よ
う
手
を
結
ぼ
う
宇
治
田
原
力
で
茶ち

ゃ

茶ち
ゃ

茶ち
ゃ

　

町
で
は
、「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
基
本
的
な
考
え
方
を

定
め
た
「
と
も
に
創
る
ま
ち
づ

く
り
推
進
条
例
」
を
平
成
22
年

４
月
１
日
に
制
定
施
行
し
、
町

内
で
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
し
て
い
る
方
で
構
成
す
る

「
宇
治
田
原
町
と
も
に
創
る
ま
ち

づ
く
り
推
進
委
員
会
」
で
、
条

例
の
普
及
啓
発
・
具
現
化
に
向

け
た
協
議
や
、
条
例
に
定
め
ら

れ
た
「
条
例
を
推
進
す
る
た
め

の
協
議
会
」
の
立
ち
上
げ
に
向

け
た
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

推
進
委
員
会
で
は
、
条
例
の

具
現
化
に
は
具
体
的
な
「
推
進

計
画
」
が
必
要
で
あ
る
と
の
方

向
性
が
出
さ
れ
、
委
員
会
主
催

の
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交

換
会
や
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
に
よ
り「
推
進
計
画
」

の
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね

て
い
た
だ
き
、
こ
の
た
び
「
推

進
計
画
（
案
）」
の
内
容
が
ま

と
ま
り
、
町
へ
提
言
さ
れ
ま
し

た
。

　

提
言
に
基
づ
き
、
本
推
進
計

画
に
あ
る
具
体
的
な
取
組
を
住

民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
で
実
施

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

歴
史
と
伝
統
に
培
わ
れ
た
地
域

力
や
自
治
力
、
す
で
に
行
わ
れ

て
い
る
実
践
的
な
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
含
め
た「
宇
治
田
原
力
」

の
一
層
の
拡
大
を
進
め
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
「
宇
治
田
原
町

と
も
に
創
る
ま
ち
づ
く
り
推
進

計
画
」
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
。
企
画
・
財
政
課
お
よ

び
町
立
図
書
館
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
一
読
を
。

■問
企
画
・
財
政
課
（
☎
８
８-

６

６
３
２
）

府
民
公
募
型
安
心
・
安
全
整
備
事
業

提
案
募
集
中

　

府
で
は
、
皆
さ
ん
が
日
頃
か

ら
感
じ
て
い
る
身
近
な
安
心
・

安
全
の
た
め
の
改
善
箇
所
を
公

募
し
、
地
域
や
町
か
ら
の
要
望

と
と
も
に
、
事
業
箇
所
を
決
定

す
る
府
民
参
加
型
の
公
共
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

対
象
施
設　

府
が
管
理
す
る
道

路
や
河
川
、
建
物
等

対
象
工
事　

身
近
な
安
心
・
安

全
に
つ
な
が
る
小
規
模
な
改
修

工
事
や
修
繕
工
事

募
集
期
限　

６
月
30
日
（
木
）

提
案
方
法　

所
定
の
提
案
書
に

提
案
内
容
を
記
入
し
、
持
参
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
府

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
提
案
フ
ォ
ー

ム
）
で
提
出
。
提
案
書
は
、
各

受
付
窓
口
に
備
付
け
（
府
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）。
電
話
で
の
提
案
不
可

提
案
書
受
付
窓
口
（
山
城
地
区
）

◆
道
路
、
河
川
等
に
関
す
る
提

案
＝
山
城
北
土
木
事
務
所（
〒
６

１
０-

０
３
３
１ 

京
田
辺
市
田

辺
明
田
１
FAX
６
５-

２
６
４

９
・
☎
６
２-

０
５
４
７
）

◆
信
号
機
等
に
関
す
る
提
案
＝

田
辺
警
察
署
（
〒
６
１
０-

０

３
３
２ 

京
田
辺
市
興
戸
小
モ

詰
１
FAX
０
７
５-

４
５
１-

０

０
２
４
・
☎
６
３-

０
１
１
０
）

提
案
の
採
否　

提
案
は
、
工
事

担
当
課
に
お
い
て
「
審
査
基
準

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
技

術
審
査
し
、そ
れ
を
も
と
に「
府

民
公
募
型
安
心･

安
全
整
備
事
業

審
査
委
員
会
」
に
お
い
て
、
工

事
の
実
施
可
否
を
審
査
。
審
査

委
員
会
は
、
各
振
興
局
等
で
随
時

開
催
。
審
査
結
果
は
、
審
査
委

員
会
開
催
の
都
度
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
。
提
案
者
へ
は
、
審

査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■問
制
度
に
関
し
て　

府
建
設
交

通
部
監
理
課
（
☎
０
７
５-

４

１
４-

５
１
８
４
）

滞
納
分
の
町
税
等
の
窓
口

京
都
地
方
税
機
構

　
　
　

山
城
中
部
地
方
事
務
所

　

税
金
が
納
期
限
ま
で
に
完
納

さ
れ
な
い
場
合
は
、
督
促
状
が

送
付
さ
れ
、
そ
の
後
も
滞
納
さ

れ
た
府
税
・
町
税
等
は
、
京
都

地
方
税
機
構
に
移
管
さ
れ
徴
収

が
行
わ
れ
ま
す
。
滞
納
と
な
っ

て
い
る
税
金
の
納
付
に
関
す
る

ご
相
談
、
ご
質
問
は
京
都
地
方

税
機
構
ま
で
。

　

京
都
地
方
税
機
構
は
、
府
と

　
　

府
内
25
市
町
村
（
京
都
市

除
く
）
の
税
業
務
を
共
同
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
納
税
者
の
利

便
性
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
よ

り
一
層
の
公
平
・
公
正
な
税
務

行
政
を
目
指
す
広
域
連
合
。
府

庁
内
の
本
部
と
、
府
内
９
か
所

の
地
方
事
務
所
が
あ
り
ま
す
。

従
来
、
自
治
体
ご
と
に
個
別
に

行
っ
て
い
た
府
税
・
市
町
村
税

等
の
滞
納
整
理
を
、
平
成
22
年

4
月
か
ら
京
都
地
方
税
機
構
が

行
っ
て
い
ま
す
。

総合文化センターに『地デジ無料相談
コーナー』を設置（６月27日～８月26日）　

　アナログテレビ放送は、まもなく 7月24日に終了し
て地デジに移行します。テレビ画面右上に＂アナログ＂
と表示されているテレビは映らなくなります。地デジ
の準備がお済みでない方は、地デジ無料相談コーナー
を是非ご利用ください。期間中の毎週土曜日にデジサ
ポ京都スタッフが常駐し、対応します。（土曜日以外は、
相談専用電話設置）
　又、デジサポ京都では、電話相談や高齢者宅への戸別
訪問も実施していますので、お気軽にご相談ください。

場所：宇治田原町総合文化センター　ロビー
日時：６月27日（月）～８月26日（金）　9:00 ～ 17:00
　　　（土曜日以外は、相談専用電話設置）
〈問合せ〉
デジサポ京都（総務省京都府テレビ受信者支援センター）
　☎ 075－330－3030
　平日：9:00 ～ 21:00　土日祝：9:00 ～ 18:00
　FAX：075 － 212 － 9115
　デジサポ　http://www.digisuppo.jp/

地デジ詐欺にご注意ください。
テレビ放送デジタル化に便乗した詐欺が発生しています。
国や放送局がお金を請求することは絶対にありません !!
　あれ？おかしい？と思ったらコールセンターや警察
へご連絡を！
地デジコールセンター
　☎ 0570－07－0101
　平日：9:00 ～ 21:00 土日祝：9:00 ～ 18:00

シリーズ…⑮

わかる ! 納得 !!
　　　地デジ対策
～テレビについて大切なお知らせです～

わかる ! 納得 !!
　　　地デジ対策
～テレビについて大切なお知らせです～

京都地方税機構山城中部地方事務所の問合せ先
　〒611－0043　宇治市伊勢田町新中ノ荒21－8

宇治田原町・京田辺市
など担当　　　　　　

徴収第三課　　　　　　
☎46－6566　　　

滞納額が100万円以上
の案件　　　　　　　　

整 理 課　　　　　　　
☎46－6567　　　

滞納額が500万円以上
の案件（本部扱い）　　　

京都地方税機構本部　　
　☎075－414－4444

過去のシリーズ記事は、町ホームページに掲載中！
■問企画・財政課（☎88－6632）
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体
育
協
会

体
育
協
会

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
で
も
っ
と
元
気
に
!!

　

各
種
事
業
を
通
じ
て
、
健
全

な
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
・

振
興
し
、
住
民
の
体
力
と
健
康

増
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
町
内
外
の

交
流
・
親
睦
の
輪
を
広
げ
て
い

き
ま
す
。

　

先
般
行
わ
れ
た
総
会
で
は
事

業
計
画
等
が
承
認
。
同
日
に
は

総
合
開
会
式
も
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
主
催
事
業

▼
６
月
25
日
（
土
）
ス
ポ
ー
ツ

講
演
会
／
普
通
救
命
講
習
会
／

府
民
総
体
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
町

予
選
会
兼
体
協
会
長
杯
争
奪
大

会
▼
10
月
２
日
（
日
）
町
民
体

育
大
会
▼
12
月
４
日
（
日
）
お

茶
の
里
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

役
員
（
敬
称
略
）

▼
会
長
＝
今
西
峰
和
▼
副
会
長

＝
浅
田
晃
弘
・
垣
内
金
次
▼
理

事
長
＝
木
原
昌
宏
▼
副
理
事
長

＝
武
村
芳
明
・
平
井
広
一
▼
事

務
局
長
＝
伊
香
久
美
子
▼
事
務

局
次
長
＝
釜
渕
喜
美
・
永
谷
ひ

と
み
▼
会
計
＝
芦
原
昌
重

■問
体
育
協
会
事
務
局
（
住
民
体

育
館
内
☎
８
８-

４
５
６
７
）

体
育
指
導
委
員
会

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
の
ご
相
談
は

体
育
指
導
委
員
会

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
地

域
ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
会
や
各
地
区
の
催
し

に
、
体
育
指
導
委
員
が
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
を
行
う
『
出

張
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
』
も

開
催
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

体
育
指
導
委
員
（
敬
称
略
）

▼
委
員
長
＝
栢
木
喜
文
▼
副
委

員
長
＝
木
谷
勝
・
橋
本
久
美
▼

委
員
＝
松
本
和
三
郎
・
坪
内
健

二
・
伊
藤
加
代
子
・
片
山
忠
一
・
藤

本
英
樹
・
岩
瀬
多
佳
子
・
竹
尻
伸

弘
・
安
中
亮
二
・
松
本
浩
・
今
西
泰

子
・
玉
置
小
百
合
・
勝
谷
健
士

■問
住
民
体
育
館
（
☎
８
８-

４
５

６
７
）

社
会
教
育
委
員
会

社
会
教
育
委
員
会

　
　
　

生
涯
学
習
の
推
進

　

社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計
画

の
立
案
や
、
青
少
年
教
育
に
関

す
る
特
定
の
事
項
に
つ
い
て
、

関
係
団
体
等
に
対
し
、
助
言
や

指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
の
声
を
大
切
に
、
学
習

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
時
代

の
変
化
に
対
応
し
た
新
し
い
地

域
社
会
の
創
造
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
委
員
（
敬
称
略
）

▼
委
員
長
＝
上
辻
正
博
（
奥
山

田
）
▼
副
委
員
長
＝
松
本
和
三

郎
（
立
川
）・
山
本
春
子
（
銘

城
台
）
▼
委
員
＝
谷
村
稔
（
湯

屋
谷
）・
今
西
峰
和
（
立
川
）・

村
上
保
隆（
荒
木
）・
田
村
宏（
岩

山
）・
山
下
満
弘
（
南
）・
馬
場

弘
子（
郷
之
口
）・
増
田
千
秋（
宇

治
田
原
小
学
校
長
）

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
（
☎
８

８-

５
８
５
０
）

す
べ
て
の
住
宅
に
設
置

が
必
要
で
す　
　
　
　

　

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

火
事
か
ら
命
を
守
る
た
め
①

就
寝
中
は
最
も
逃
げ
遅
れ
と
な

り
や
す
い
た
め
寝
室
に
②
逃
げ

道
を
ふ
さ
が
れ
て
し
ま
わ
な
い

た
め
階
段
に
③
う
っ
か
り
火
災

が
発
生
し
や
す
い
台
所
に
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

※
設
置
猶
予
期
間
の
終
了
を
契

機
と
し
て
、
強
引
に
購
入
を

迫
っ
た
り
高
額
な
価
格
で
販

売
を
行
う
業
者
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■問
宇
治
田
原
分
署
（
☎
８
８-

５

５
０
０
）

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

内
容　

ス
ポ
ー
ツ
障
害
の
予
防

方
法
と
故
障
発
生
時
の
対
応
方

法
に
つ
い
て
学
ぶ

講
師　

浅
野
清
心
さ
ん
（
ノ
ー

ザ
ン
ラ
イ
ツ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
事
業
副
部
長
）

日
時　

６
月
25
日
（
土
）
午
前

10
時
～
（
要
予
約
）

場
所　

住
民
体
育
館

参
加
料　

無
料

■問
体
育
協
会
事
務
局
（
住
民
体

育
館
内
☎
８
８-

４
５
６
７
）

第
34
回
府
民
総
体　　
　

ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
予
選
会

日
時　

６
月
25
日
（
土
）
午
後

６
時
30
分
受
付

場
所　

ラ
ピ
ュ
タ
ボ
ウ
ル
宇
治

東競
技
方
法　

３
ゲ
ー
ム
の
合
計

得
点
に
よ
り
順
位
を
決
定
。
女

子
選
手
に
は
、
年
齢
に
関
係
な

く
１
ゲ
ー
ム
15
点
の
ハ
ン
デ
ィ

あ
り

対
象　

▼
小
学
生
の
部
＝
４
年

生
以
上
（
町
内
在
住
）
▼
一
般

の
部
＝
中
学
生
以
上
（
町
内
在

住
・
在
勤
）

参
加
料　

１
，５
０
０
円

定
員　

小
学
生
の
部
・
一
般
の

部
合
わ
せ
て
先
着
60
名

申
込
方
法　

参
加
料
を
添
え
て

所
定
の
申
込
書
を
提
出

申
込
期
限　

６
月
15
日
（
水
）

■問
体
育
協
会
事
務
局
（
住
民
体

育
館
内
☎
８
８-

４
５
６
７
）

ト
ラ
イ
ア
ル
キ
ッ
ズ
2011

　
　
　
　

保
護
者
の
方
も
応
援
に

日
時　

６
月
11
日
（
土
）
午
前

９
時
～

場
所　

住
民
体
育
館

対
象　

町
内
小
学
４
～
６
年

種
目　

①
グ
ル
ー
プ
・
バ
ン

ブ
ー
・
ダ
ン
ス
②
ロ
ー
プ
ジ
ャ

ン
ピ
ン
グ“
10
”③
ド
ッ
チ
ビ
ー

の
３
種
目
に
10
人
１
チ
ー
ム
と

な
り
、
大
会
記
録
等
に
挑
戦

申
込
方
法　

町
内
各
小
学
校
を

通
じ
て
申
込
み

■問
住
民
体
育
館
（
☎
８
８-

４
５

６
７
）普

通
救
命
講
習
会

内
容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
に
つ
い
て
の
知
識

を
深
め
る
。
ス
ポ
ー
ツ
事
故
等

を
未
然
に
防
ぐ
方
法
を
学
ぶ

日
時　

６
月
25
日
（
土
）
午
後

１
時
～
４
時

場
所　

住
民
体
育
館
会
議
室

参
加
料　

無
料

■問
体
育
協
会
事
務
局
（
住
民
体

育
館
内
☎
８
８-

４
５
６
７
）

　

東
北
応
援
レ
ポ
ー
ト

　
「
何
度
で
も
給
水
に
行
き
ま
す
」

　
　
　
　
　

断
水
世
帯
へ
給
水
支
援
活
動

　上下水道課 

田中玲良 主事

　

４
月
11
日
～
13
日
の
３
日

間
、
岩
手
県
大
船
渡
市
の
永
沢

（
な
が
い
さ
わ
）、
下
船
渡
地
区

を
メ
イ
ン
に
、
給
水
支
援
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
現
地
で
は
、

放
置
さ
れ
た
ま
ま
の
が
れ
き
、

陸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ま
ま
の

漁
船
、
今
も
ビ
ル
の
屋
上
に

引
っ
か
か
っ
た
ま
ま
の
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
を
目
の
当
り
に
し
、
今

回
の
地
震
・
津
波
の
規
模
の
大

き
さ
を
改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ

る
日
々
で
し
た
。

　

給
水
車
で
府
の
職
員
と
ペ
ア

で
断
水
し
て
い
る
世
帯
を
巡
回
。

２
ト
ン
の
給
水
タ
ン
ク
を
積
ん

だ
ト
ラ
ッ
ク
で
、
浄
水
場
で
水

を
補
給
し
、
受
け
持
つ
約
40
世

帯
に
運
搬
を
し
ま
し
た
。

　

昼
食
は
ト
ラ
ッ
ク
の
中
で
取

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、

時
間
の
な
い
状
況
の
中
、
日
々

変
更
さ
れ
る
担
当
区
域
で
の
土

地
勘
の
無
さ
が
相
乗
し
、
ル
ー

ト
誤
り
、
給
水
ポ
イ
ン
ト
の
通

り
過
ぎ
な
ど
通
常
な
ら
難
し
く

な
い
作
業
も
難
航
。
大
勢
の
方

に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
３

日
間
、
乗
り
切
れ
た
こ
と
は
、

岩
手
の
方
の
気
質
が
支
え
に

な
っ
た
と
感
じ
て
お
り
、
活
動

を
行
っ
て
い
く
中
で
励
ま
さ
れ

た
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

給
水
を
行
っ
た
世
帯
に
は
、
家

を
失
わ
れ
た
方
、
家
族
・
親
戚

が
被
害
に
あ
っ
た
方
、
職
場
が

被
災
し
て
離
職
し
た
方
な
ど
、

様
々
な
状
況
の
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
。

　

活
動
の
中
で
ど
う
し
て
も
そ

の
話
題
に
触
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

気
の
利
い
た
返
答
も
で
き
ず
に

会
話
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
何
度
か
…
。「
自
分
た
ち
の

こ
と
は
何
と
か
す
る
か
ら
、
給

水
活
動
が
ん
ば
り
！
」
と
笑
顔

で
応
え
て
く
れ
た
こ
と
は
、
活

動
を
無
事
終
え
ら
れ
た
大
き
な

要
因
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
勘
が
な
い
中
で

活
動
を
行
え
た
大
き
な
要
因
は
、

近
所
の
状
況
を
よ
く
把
握
し
て

い
る
現
地
の
地
域
性
で
す
。
活

動
時
に
近
所
の
方
か
ら
次
々
に

重
要
な
情
報
の
提
供
が
あ
り
ま

し
た
。
例
え
ば
①
い
つ
も
給
水

に
来
る
世
帯
が
今
日
は
留
守
な

東日本大震災
の義援金　　
税控除できます
　被災地の県や
市町村に直接寄
付する場合のほ
か、日本赤十字
社や中央共同募
金会に義援金と
して寄付する場
合に、「ふるさ
と寄付金」とし
て住民税・所得
税の控除が受け
られます。詳し
くは総務省東日
本大震災関連情
報ＨＰ（http://
www.soumu.
go.jp）をご覧
ください。

の
で
必
要
な
い
こ
と
②
し
ば
ら

く
空
き
家
で
あ
っ
た
家
屋
に
被

災
し
た
世
帯
が
入
居
③
水
道
が

濁
っ
て
使
用
で
き
な
い
の
で
給

水
車
が
必
要
で
あ
る
こ
と
④
耳

の
聞
こ
え
が
悪
い
の
で
、
給
水

車
が
来
た
こ
と
を
直
接
自
宅
ま

で
連
絡
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と

な
ど
。

　

災
害
時
に
様
々
な
活
動
を
行

う
う
え
で
そ
の
時
々
の
情
報
は

非
常
に
重
要
で
す
。
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
近
所
の

人
々
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い

く
地
域
住
民
の
特
性
が
プ
ラ
ス

要
因
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

支
援
を
行
う
側
の
体
制
も

整
っ
て
い
な
い
た
め
、
情
報
が

か
な
り
混
乱
し
て
い
ま
し
た
。

し
っ
か
り
し
た
情
報
管
理
体
制

が
整
っ
て
い
れ
ば
、
も
う
少
し

効
率
良
く
給
水
で
き
た
と
感
じ

ま
し
た
。

　

給
水
活
動
を
通
し
て
生
活
を

す
る
う
え
で
水
は
絶
対
に
必
要

な
資
源
だ
と
強
く
感
じ
ま
し

た
。
復
旧
・
復
興
ま
で
は
ま
だ

ま
だ
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
断

水
の
状
況
は
続
く
と
い
う
こ
と

で
す
の
で
、
ま
た
何
度
で
も
参

加
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
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ま
ち
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
権
擁
護
委
員

　

６
月
１
日
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す
。
こ
の
日
を
中

心
に
全
国
で
特
設
相
談
所
を
開
設
。
本
町
で
も
次
の
と
お
り

開
設
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
設
相
談
所

日
時　

６
月
６
日
（
月
）
午
後

１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所　

や
す
ら
ぎ
荘

※
相
談
無
料
。
秘
密
厳
守
。
予

約
不
要

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
住
民
の

　
　

人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ

う
常
に
注
意
を
払
い
、
万
一
、

人
権
が
侵
害
さ
れ
た
と
き
は
、

そ
の
相
談
を
受
け
る
と
と
も
に
、

被
害
者
救
済
の
た
め
適
切
な
処

理
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、街
頭
啓
発
等
を
通
じ
、

人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の

活
動
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
町
で
は
下
記
の
方

が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

人
権
擁
護
委
員
で
す
。

そ
の
他
の
相
談
窓
口

▼
京
都
地
方
法
務
局
宇
治
支
局

（
☎
２
４-

４
１
２
２
）
▼
全
国

共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎

０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０
）

▼
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番（
☎

０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０
）

▼
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 谷川　利明さん 奥村　満子さん潮見　博司さん

　

助
成
範
囲
拡
大

　

不
妊
治
療
費

助
成
対
象
治
療

●
保
険
適
用
分

●
人
工
授
精
分
新
た
に
追
加（
婚

姻
の
届
出
を
さ
れ
て
い
る
方

に
限
る
）

助
成
金
額　

平
成
23
年
４
月
～

平
成
24
年
３
月
ま
で
に
不
妊
治

療
で
負
担
し
た
金
額
の
１
／
２
。

助
成
上
限
額
は
次
の
と
お
り
。

▼
保
険
適
用
の
み
６
万
円
▼
人

工
授
精
の
み
10
万
円
▼
保
険
適

用
と
人
工
授
精
10
万
円

対
象
者　

次
の
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
す
方　

①
診
察
日
に
町

内
在
住
②
申
請
書
提
出
時
点
で

府
内
に
１
年
以
上
在
住
③
医
療

保
険
に
加
入

申
請
方
法　

受
診
の
日
か
ら
１

年
以
内
に
、
不
妊
治
療
医
療
機

関
等
証
明
書
、
健
康
保
険
証
、

振
込
先
の
わ
か
る
も
の
、
印
鑑

を
持
参
し
申
請
（
申
請
書
は
保

健
セ
ン
タ
ー
に
備
付
け
）

他
の
助
成
制
度

特
定
不
妊
治
療
費
助
成

体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
鏡
受
精

に
関
す
る
費
用
の
一
部
助
成
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■問
・
■申
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
８

８-

６
６
３
６
）
／
特
定
不
妊

治
療
に
つ
い
て
…
山
城
北
保
健

所
（
☎
２
１-

２
１
９
２
）

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

の
対
象
用
具
が
追
加　

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
本
事
業

の
給
付
対
象
用
具
に
「
ネ
ブ
ラ

イ
ザ
ー
」
と
「
パ
ル
ス
オ
キ
シ

メ
ー
タ
ー
」が
追
加
さ
ま
し
た
。

対
象　

町
内
在
住
の
小
児
慢
性

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
方
で
、
児
童

福
祉
法
お
よ
び
障
害
者
自
立
支

援
法
の
施
策
の
対
象
と
な
ら
な

い
小
児
慢
性
特
定
疾
患
児

申
請
方
法　

所
定
の
申
請
書
に

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
診

券
の
写
し
を
添
付
し
提
出

助
成
額　

用
具
の
基
準
額
を
上

限
と
し
て
購
入
に
要
す
る
費
用

の
95
％
を
助
成
（
生
活
保
護
受

給
者
お
よ
び
非
課
税
世
帯
は
自

己
負
担
免
除
）

■問
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
８-

６

６
３
６
）

（
☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１

０
）

■問
戸
籍
・
保
険
課
（
☎
８
８-

６

６
３
４
）

　

健
康
度
を
確
認
し
て

　

元
気
に
長
生
き

　
　
　
　

生
活
機
能
評
価
事
業

　

誰
も
が
高
齢
に
な
っ
て
も
で

き
る
だ
け
自
立
し
て
、
元
気
で

長
生
き
し
た
い
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
こ
の
事
業
で
は
、

現
在
の
心
身
の
健
康
状
態
や
日

常
生
活
の
動
作
な
ど
に
衰
え
が

な
い
か
を
確
認
し
、
未
然
に
心

身
の
機
能
低
下
を
予
防
（
介
護

予
防
事
業
に
参
加
）
し
ま
す
。

対
象　

65
歳
以
上
の
要
介
護
・

要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
い

方備
考　

対
象
の
方
へ
介
護
予
防

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
６
月
中
旬

に
送
付
し
ま
す
。
同
封
の
封
筒

で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎

８
８-

３
７
１
９
）

離
乳
食
教
室

　

だ
し
の
と
り
方
か
ら
お
子
様

に
合
わ
せ
た
離
乳
食
を
一
緒
に

楽
し
く
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
象
者　

町
内
在
住
の
生
後
５

～
７
か
月
児
の
保
護
者

定
員　

15
名
程
度

日
時　

６
月
22
日(
水)

午
前

10
時
～
正
午

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
※
お
子

様
の
プ
レ
イ
ル
ー
ム
あ
り

内
容　

調
理
実
習
・
試
食
、
離

乳
食
の
進
め
方

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申
込
期
限　

６
月
15
日
（
水
）

■問
・
■申
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
８

８-

６
６
３
６
）

食改の窓  ～食を通じた健康管理・町食生活改善推進員協議会～

№１２３

（１人分） エネルギー 98kcal　蛋白質 4.1ｇ　脂質 5.0ｇ　カルシウム 97mg　塩分 0.7ｇ

①トマトは湯むきして、１㎝位に切っておく。
②たまねぎ、なす、かぼちゃは１㎝のサイコロ切りにする。
③フライパンにオリーブ油を入れ、②を炒め、①を加え５分ほど煮込む。
④Ａを③に入れ、ひと煮立ちして塩を加え、味を整える。
⑤④を４等分に分けて器に入れ、上からチーズをかけてオーブントースターで

５分ほど焼く。

作り方

材　料 （４人分）

トマト …………………………150g
たまねぎ ………………………60g
なす ……………………………50g
かぼちゃ ……………………100g
オリーブ油 ………………大さじ1/2
　　コンソメ ………………1/2個
　　スキムミルク …………小さじ1
Ａ　水 ……………………………50㏄
　　塩 ……………………………少々
　　ピザ用とろけるチーズ ………50g

『 ラタトウイュ グラタン 』

 第５班（岩山）
松田　万里さん

　いろいろな野菜
で試してください。
野菜がたくさん食
べられて美味しい
ですよ。

■問・■申社会福祉協議会（☎88－3294・FAX88－4094）

日　　時　６月10日（金）　午前10時30分～午後２時頃
場　　所　滋賀県守山市「ほたるの湯」

内　　容　総会＆レクリエーション

参 加 費　1,000円（当日徴収）

申込期限　６月６日（月）

※会員も募集中!!　65歳以上の一人暮らしの方なら、どなた
でも入会できます。年間３～４回のレクリエーションがあります。
みんなで楽しく交流しましょう！

一人暮らし高齢者の会『わかば会』
総会＆レクリエーションのお知らせと会員募集!

福祉バス〈なごみ号〉 車内広告枠

規　　格　１枠「Ｂ３サイズ（縦 364 mm × 515 mm）」
料　　金　１枠につき月額 500 円（１ヶ月単位）
募集枠数　１　枠
募集期間　６月１日（水）～24日（金）
掲載決定　複数の申込みがあった場合は抽選により決定
※申込書は企画･財政課に備付け

■問企画･財政課（☎88－6632）福祉バス〈なごみ号〉
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■問地域子育て支援センター
☎８８－６６２２・FAX８８－３１０４

　親子で一緒にあそんだり、育児の情報交換のできる場として「地域子育て支援セ
ンター」を開設しています。いつでも気軽にお越しください。子育てに関する相談
も受け付けています。（平日／午前９時30分～午後４時）

＝６月の地域子育て支援センター事業＝
日 月 火 水 木 金 土

日　　付

事 業 名

時　　間
場　　所

内　　容

3 4

10 1198765

17 18161514

24 252322212019

26 27 28

2

29

1

1312

30 7 ／ 1

まいまい赤ちゃん
ヨチヨチ広場

10：00～11：15
子育て支援センター

▲

臨床心理士による
　子育て相談（要予約）
６月６日（月）14：00～
子育て支援センター

▲

子育てサークル活動日
　たんぽっぽサークル
　15日（水）10：30～正午
　ぱぺっぽサークル
　13日（月）10：00～正午
　（いずれも子育て支援センターにて）

　各広場の対象者
 ・まいまい赤ちゃんネンネ広場
　妊婦さんから７ヶ月くらいまでの親子
 ・まいまい赤ちゃんヨチヨチ広場
　８ヶ月から１才半くらいまでの親子

 ・まいまいあそびの広場
　１才半から就学までの親子
 ・まいまいおでかけ広場
　妊婦さんから就学までの親子及び
　子育て支援に関心のある方

「みんなの家」開放日
毎週水･金曜日　10：00～16：00

子どもと遊んだりおしゃべりに
利用しましょう！

7 ／ 2

七夕かざり

みんなの家
10：00～正午

まいまい
おでかけ広場

わらべうた
ふれあい遊び

南公民館
10：00～正午

まいまい
おでかけ広場

園庭開放

10：00～11：30
町立保育所

雨天中止

元気はつらつ！ 若返り塾〔６月分〕

保健師です
■問 保健センター（☎88－6636）

時　　　　間地 　 区 　 場 　 所 開 　 催 　 日

こんにちは

午前10時～正午

午後２時～４時

岩 山 会 館

荒 木（やすらぎ荘）

午前10時～正午湯 屋 谷 会 館

午後２時～４時南 公 民 館

銘 城 台 自 治 会 館 午前10時～正午

午後２時～４時郷 之 口 会 館

緑 苑 坂 自 治 会 館 午前10時～正午

午後２時～４時立 川 公 民 館

禅 定 寺 会 館 午前10時～正午

午後２時～４時奥 山 田 会 館

高 尾 公 民 館 午前10時～正午

３日（金）

７日（火）、23日（木）

２日（木）

24日（金）

16日（木）、27日（月）

10日（金）、27日（月）

９日（木）、29日（水）

24日（金）

３日（金）

２日（木）、16日（木）

10日（金）、23日（木）

　みんなで笑って楽しくカラダを鍛えましょう。
男性の参加もお待ちしています。

　講　師　松 本 行 紀さん

　　　　　　　　　　（健康運動指導士）

　日　時　 ６月20日（月）
　　　　　　午後２時30分～３時45分
　　　　　　（受付２時より）

　場　所　総合文化センター研修室１
　持ち物　タオル・飲み物
■問・■申 在宅介護支援センター（☎88－5784）・各地区の体操時

さかなつり遊び

保育所ホール
10：00～11：30

まいまい
あそびの広場

子育てのヒント
しかり方
　「言うことを聞かない子どもをどのようにしかったら
いいのか？」と、いう相談をよくされますが、子どもの
しかり方を学ぶ前にまずほめ方を学ぶ必要があります
ね。５月号でも書きましたが、ほめ方が上手になればそ
れだけしかることも減ってくるのです。「ありがとう」
の言葉が最高のほめ言葉でしたね。でもついついしかっ
てしまう。誰にでもあることです。お母さんの気持ちは
わかります。
ほめたり、しかったりするのは、何のためかというと、
子どもに「悪いことはやめさせ、正しいことを身につけ
させる。そして自分も幸せになり、他人も幸せになって
ほしい。そんな人生を送ってほしいからです」。
しかる前に、もしかしたらしからなくてもいい行動かも
しれません。例えば、
＊まだわかる年齢になってない
＊親にとっては困ったことだが、人に迷惑をかけるほど
　ではない
など子どもの発達段階と親の心のゆとりを考えながら
ゆっくり伝えていけばいいのだと思います。
良い子に育てようと思ったら、まず親がよいお手本を。

赤ちゃん講座

子育て支援センター
10：00～11：15

まいまい赤ちゃん
ネンネ広場

園庭開放

10：00～11：30
町立保育所

雨天中止

チャレンジ禁煙!!

　元気はつらつ！若返り塾 地域交流会
　　アンチエイジング 脳・心・体まるごと元気！

紙芝居
ペープサート

文化センター研修室１
10：00～正午

まいまい
おでかけ広場

玩具つくり

園庭開放

10：00～11：30
町立保育所

雨天中止６月生まれお誕生会

まるやま交流館
10：00～正午

まいまい
おでかけ広場

お母さんの
リラクゼー
ションとベ
ビーマッサ
ージ

５月31日～６月６日は「禁煙週間」

　　今月の保健･予防案内
マタニティ教室（新生児・育児編）（※要予約）
　６日（月）　午後１時15分～３時30分
乳児後期健康相談
　10日（金）　〈受付〉午後１時～１時30分
ＢＣＧ予防接種　
　21日（火）　〈受付〉午後１時15分～２時
一般･乳幼児健康相談（※要予約）
　14日（火）、28日（火）　〈受付〉午前９時～午後４時

場所 いずれも保健センター

　禁煙すると「せきがとまる」「息切れしなくなる」など健康状態が改善
することが多くあります。喫煙するのは命がけ。２人に１人はたばこ
で命を落とすとも言われます。喫煙は自分で身につけた習慣ですから、
必ずやめることができます。禁煙に「遅すぎる」ということはありません。
禁煙週間を機に禁煙にチャレンジしてみてはいかがでしょうか？

　禁煙を成功させるポイント
１　周囲の人に決意を表明する
２　禁煙仲間をみつける
３　励まし合う
４　軽い運動をはじめる
５　灰皿を捨てる
６　禁煙理由のリストを読み返す（健康のため、子どもが生まれるなど）
７　薬局や医師・歯科医に相談する

　ニコチンガム、ニコチンパッチ、禁煙外来、禁煙講座・教室、インター
ネットの禁煙サイトなど、禁煙を手助けしてくれる方法を取り入れて
みるのもよいでしょう。
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６月
日　月　火　水　木　金　土
　　　　　　１　２　３　４
５　６　７　８　９　10　11
12　13　14　15　16　17　18
19　20　21　22　23　24　25
26　27　28　29　30

 
今
月
の

■問＝問合せ先／■申＝申込先

見る

知る

参加
する

京
都
府
戦
没
者
追
悼
式

参
列
者
募
集　
　
　

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

蔵
書
点
検
と
シ
ス
テ
ム
の
更

新
の
た
め
休
館
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
休
館
中
は
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
休
館
中
の
本
の
ご
返
却
は
、

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
正

面
玄
関
右
側
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス

ト
ま
で
。
た
だ
し
、
ビ
デ
オ
・
Ｃ

Ｄ
等
、
視
聴
覚
資
料
は
、
破
損

の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

開
館
中
に
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
。

　

そ
し
て
誕
生
日
と
い
え
ば
、

ケ
ー
キ
に
お
菓
子
！
お
い
し
い

も
の
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
！

　

古
今
、
絵
本
や
読
み
物
に
は

素
敵
な
食
べ
物
が
出
て
き
ま
す

ね
。
子
ど
も
の
頃
「
い
っ
ぺ
ん

食
べ
た
い
わ
ぁ
」
と
願
っ
た
思

い
出
、
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

そ
ん
な
皆
さ
ん
は
『
絵
本
か

ら
う
ま
れ
た
お
い
し
い
レ
シ
ピ

①
～
③
』
を
ど
う
ぞ
。

　

夢
？
一
杯
の
一
冊
で
す
。

　

６
月
は
ジ
メ
ジ
メ
梅
雨
の
季

節
で
す
が
、
町
立
図
書
館
の
誕

生
月
で
も
あ
る
ん
で
す
よ
♪

　

そ
ん
な
わ
け
で
、
誕
生
日
の

本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

岸
田
衿
子
さ
ん
の
『
ジ
オ
ジ

オ
の
た
ん
じ
ょ
う
び
』
で
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
の
ジ
オ
ジ
オ
は
、

お
か
し
が
大
好
き
。
70
歳
の
誕

生
日
に
特
別
な
ケ
ー
キ
を
注
文

し
ま
し
た
。
動
物
た
ち
は
材
料

集
め
に
大
忙
し
。
ど
ん
な
ケ
ー

キ
に
な
る
の
で
し
ょ
う
？

　

岸
田
さ
ん
の
作
品
に
は
、
ジ

オ
ジ
オ
の
シ
リ
ー
ズ
の
他
に
も

「
か
ば
く
ん
」
や
「
木
い
ち
ご

つ
み
」
な
ど
多
数
。
読
み
聞
か

せ
に
も
お
す
す
め
で
す
。

読
ん
で
み
た
い 　
　
　
　

募　

集

平
和
の
尊
さ
、
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
に　

小
・
中
学
生
広
島
平
和
体
験
学
習

日
時　

７
月
21
日
（
木
）
～
22
日

（
金
）

行
先　

広
島
市（
平
和
祈
念
館
、

原
爆
慰
霊
碑
、
原
爆
ド
ー
ム
、

平
和
記
念
資
料
館
）・
廿
日
市

市
（
厳
島
神
社
）
な
ど

対
象　

小
学
５
・
６
年
生
と
中

学
生
あ
わ
せ
て
15
人
（
町
内
在

住
者
。
過
去
の
参
加
者
は
除
く
。

本
町
「
平
和
の
つ
ど
い
」
に
参

加
で
き
る
者
）

交
通
手
段　

小
型
バ
ス

参
加
費　

１
人
２
，５
０
０
円（
保

険
代
等
）

申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
に
「
広
島

平
和
体
験
参
加
」
と
明
記
の
う

え
、住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

性
別
・
学
校
名
・
学
年
（
年
齢
）・

保
護
者
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
〒
６
１
０-

０
２
８
９

（
宛
先
住
所
記
入
不
要
）
総
務

課
ま
で

備
考　

参
加
者
は
８
月
６
日（
土
）

開
催
予
定
の「
平
和
の
つ
ど
い
」

で
全
員
学
習
成
果
の
発
表
（
感

想
等
）
を
行
う
。

申
込
期
限　

７
月
１
日
（
金
）
当

日
消
印
有
効
。
申
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選

参
加
者
へ
の
通
知
等　

締
切
後
、

ハ
ガ
キ
で
通
知
。
な
お
、
決
定

通
知
後
に
参
加
者
お
よ
び
保
護

者
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

■問
非
核
平
和
都
市
推
進
協
議
会

事
務
局
（
総
務
課
内
☎
８
８-

６
６
３
１
）

明
日
を
思
い
描
き　　
　
　
　

書
道
・
絵
画
・
標
語
の
作
品

書
道
の
部　

▼
課
題
＝
小
学
生

「
平
和
」、
中
学
生
「
響
け
平
和

の
鐘
」、
一
般
「
平
和
へ
の
道

の
り
」
▼
規
格
＝
小
学
生
…
市

販
の
半
紙
、
中
学
生
・
一
般
…

市
販
の
短
冊
ま
た
は
画
仙
紙

絵
画
・
標
語
の
部　

▼
課
題
＝

非
核
・
平
和
に
関
す
る
も
の
▼

規
格
＝
特
に
制
限
な
し

応
募
資
格　

町
内
在
住
・
在
勤

の
小
学
生
以
上
の
方

応
募
点
数　

書
道
は
１
人
１
点
、

そ
の
他
は
制
限
な
し

応
募
期
間　

６
月
１
日
（
水
）
～

７
月
１
日
（
金
）

応
募
方
法　

作
品
の
裏
面
に
、

鉛
筆
で
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
年
齢
（
学
年
）・
性
別
・

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
総

務
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

展
示　

８
月
１
日
～
15
日
ま
で

の
平
和
推
進
旬
間
に
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
に
展
示

そ
の
他　

応
募
者
全
員
に
参
加

賞
を
進
呈
。
な
お
、
応
募
作
品

の
返
却
し
ま
せ
ん
。

■問
非
核
平
和
都
市
推
進
協
議
会

事
務
局
（
総
務
課
内
☎
８
８-

６
６
３
１
）

住
民
プ
ー
ル
臨
時
職
員

採
用
人
数　

15
名（
男
女
不
問
）

採
用
条
件　

①
７
月
１
日
現
在
、

18
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
〔
高

校
生
不
可
。
通
勤
時
間
が
概
ね

１
時
間
以
内
〕
②
日
曜
日
・
お

盆
に
も
勤
務
可
能
な
方

※
採
用
者
は
普
通
救
命
講
習
を

受
講

採
用
期
間　

７
月
15
日
（
金
）
～

８
月
31
日
（
水
）
た
だ
し
、
毎

週
火
曜
日
は
休
み
。
勤
務
日
は

相
談
の
う
え
決
定

勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

賃
金　
「
町
臨
時
職
員
取
扱
規

程
」
に
基
づ
き
支
給

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に

必
要
事
項
（
顔
写
真
貼
付
）
を

記
入
し
、
住
民
体
育
館
へ
提
出

申
込
期
限　

６
月
20
日
（
月
）

■問
・
■申
住
民
体
育
館
（
☎
８
８-

４
５
６
７
）

　

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た

戦
没
者
に
対
し
、
追
悼
の
誠
を

さ
さ
げ
、
遺
族
を
慰
謝
・
激
励

す
る
た
め
戦
没
者
追
悼
式
が
挙

行
さ
れ
ま
す
。
参
列
を
希
望
す

る
ご
遺
族
の
方
は
福
祉
課
ま
で
。

対
象　

戦
没
者
の
配
偶
者
・
子
・

父
母
・
兄
弟
姉
妹
・
孫
お
よ
び

そ
の
他
の
三
親
等
内
の
親
族

日
時　

10
月
11
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
開
式
（
午
前
９
時
30

分
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
出
発
～

午
後
５
時
帰
着
予
定
）

場
所　

国
立
京
都
国
際
会
館

申
込
期
限　

７
月
８
日
（
金
）

■問
・
■申
福
祉
課
（
☎
８
８-

６

６
３
５
）

生
活
・
相
談

身
体
障
が
い
者（
耳
鼻
咽
喉
科
）

巡
回
相
談　
　
　
　

　

日
常
生
活
で
聞
こ
え
に
不
便

を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

が
専
門
医
に
よ
る
医
療
・
補
装

具
等
に
関
す
る
巡
回
相
談
を
行

い
ま
す
。

日
時　

６
月
29
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
研

修
室
１

申
込
方
法　

住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
相
談
内
容
を

福
祉
課
に
連
絡

申
込
期
限　

６
月
22
日
（
水
）

定
員
に
な
り
次
第
締
切

※
当
日
は
宇
治
市
障
害
者
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
員
に
よ

る
生
活
相
談
あ
り
（
事
前
申

込
み
不
要
）

■問
・
■申
福
祉
課
（
☎
８
８-

６

６
３
５
・
FAX
８
８-

３
２
３
１
）

身
体
障
が
い
者
相
談
日

日
時　
〈
整
形
外
科
〉
６
月
１
・

８
・
15
・
22
・
29
日
（
水
）
午

後
２
時
～
４
時
（
要
予
約
）

場
所　

府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
城
陽
相
談
室
（
城
陽
市
中

芦
原
）

内
容　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る

方
に
対
す
る
相
談
（
補
装
具
相

談
、リ
ハ
ビ
リ
に
関
す
る
相
談
、

施
設
利
用
相
談
な
ど
）

■問
・
■申
福
祉
課
（
☎
８
８-

６

６
３
５
・
FAX
８
８-

３
２
３
１
）

【会場】　総合文化センター　３階ロビー

日　時　６月25日（土）　午後２時～３時
出　演　おじさんバンド「アップ･ストーン･ビレッジ」
　　　　上野高志（郷之口）・石塚辰哉（禅定寺）・中村光一（城陽市）
演奏曲　「涙そうそう」「イエスタディ」「祈り（オリジナル）」など

■問 総合文化センター（☎88－5851）

音楽に親しむつどい（入場無料）

　ロビーコンサート

６月の図書館
休館日　毎週火曜日
　20日（月）～30日（木）
　（蔵書点検等臨時休館）

　

臨
時
休
館
し
ま
す

　
　
　
　

６
月
20
日（
月
）～
30
日（
木
）

　

今
年
も
恒
例
の『
バ
ー
ス
デ
ー

お
は
な
し
会
』
を
開
催
。 

  

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

６
月
５
日
（
日
）
午
前

11
時
～

場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
研

修
室
１
（
３
階
）

内
容　

●
リ
コ
ー
ダ
ー
と
う
た

お
う
！
●
す
ば
な
し
●
大
型
絵

本
『
せ
ん
た
く
か
あ
ち
ゃ
ん
』

●
バ
ー
ス
デ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
●

人
形
劇
『
も
も
た
ろ
う
』

■問
町
立
図
書
館
（
☎
８
８-

５
８

５
２
）

　

バ
ー
ス
デ
ー
お
は
な
し
会
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申
込
み
は
６
月
末
ま
で　
　
　

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

お
知
ら
せ

　

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

（
米
の
所
得
補
償
交
付
金
・
水

田
活
用
の
所
得
補
償
交
付
金
・

畑
作
物
の
所
得
補
償
交
付
金
等
）

の
加
入
申
込
み
が
６
月
末
で
終

了
し
ま
す
。
対
象
者
で
ま
だ
申

請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
期
日
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
水
稲
共
済
細
目
書
を

提
出
さ
れ
た
方
に
は
、
地
域
水

田
農
業
推
進
協
議
会
よ
り
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
の
申
請
書
一
式
を

３
月
末
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

■問
地
域
水
田
農
業
推
進
協
議
会

（
☎
８
８-

４
３
１
９
）
／
産
業

振
興
課
（
☎
８
８-

６
６
３
８
）

公
的
な
身
分
証
明
に
利
用
可　

住
基
カ
ー
ド

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住

基
カ
ー
ド
）
は
、
お
住
ま
い
の

市
区
町
村
が
希
望
者
に
交
付
し

て
い
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
す
。

　
「
写
真
付
き
」と「
写
真
な
し
」

の
２
種
類
。「
写
真
付
き
住
基

カ
ー
ド
」
は
、
公
的
な
身
分
証

明
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

申
請
方
法　

次
の
も
の
を
持
参

し
、
本
人
が
窓
口
で
申
請

申
請
に
必
要
な
も
の

▼
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
、

旅
券
、
保
険
証
、
年
金
手
帳
等
）

▼
印
鑑
▼
写
真
（
縦
４
・
５
㎝

×
横
３
・
５
㎝
）
１
枚
（
※
６

か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、

無
背
景
、正
面
）▼
手
数
料
カ
ー

ド
交
付
時
に
５
０
０
円

備
考　

有
効
期
限
は
10
年
間
。

申
請
か
ら
交
付
ま
で
約
２
週
間

必
要
。「e-tax

」
な
ど
の
電

子
証
明
書
を
利
用
す
る
方
は
、

別
途
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

の
申
請
と
手
数
料
５
０
０
円
が

必
要

■問
・
■申
戸
籍
・
保
険
課
（
☎
８

８-

６
６
３
４
）

平
成
23
年
地
価
公
示
が
発
表

　

地
価
公
示
は
、
適
正
な
土
地

価
格
を
公
表
し
、
土
地
を
売
買

す
る
際
の
目
安
に
す
る
も
の
で

す
。
な
お
、
そ
の
場
所
は
、
土

地
取
引
が
相
当
程
度
見
込
ま
れ

る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
区
域
で
、
標
準
的
な

使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地
が

選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
示
価
格
は
、
不
動
産
鑑
定

士
が
鑑
定
評
価
を
行
う
場
合
や
、

国
・
地
方
公
共
団
体
等
が
公
共

用
地
等
と
し
て
取
得
す
る
場
合

の
基
準
と
な
る
な
ど
、
適
正
な

地
価
の
形
成
に
寄
与
。

　

地
価
公
示
は
、
建
設･

環
境
課

で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
国
土

交
通
省
土
地
総
合
情
報
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
（http://tochi.m
lit.

go.jp/

）
や
財
団
法
人
土
地
情

報
セ
ン
タ
ー
（http://w

w
w

.
lic.or.jp/

）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
全
国
の
公
示
価
格
が
閲
覧
可
。

■問
建
設･

環
境
課
（
☎
８
８-

６

６
３
９
）

公
共
下
水
道　
　
　
　

受
益
者
申
告
書
提
出
の
お
願
い

　

下
水
道
が
使
用
で
き
る
地
域

が
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平

成
23
年
度
か
ら
受
益
者
負
担
金

の
賦
課
対
象
区
域
と
な
っ
た
区

域
内
の
建
物
所
有
者
の
方
に
は
、

受
益
者
申
告
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
受
益
者
申
告
書
は
、
受

益
者
負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ

く
方
（
受
益
者
）
を
決
定
す
る

た
め
の
重
要
な
書
類
で
す
。

　

お
手
元
に
届
い
た
方
で
、
ま

だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
上
下
水
道
課
（
☎
８
８-

３

３
３
７
）

公
共
下
水
道　
　
　
　

使
用
人
数
の
変
更
あ
れ
ば
届
出

　

公
共
下
水
道
を
使
用
し
て
い

る
方
で
、
使
用
人
数
に
変
更
が

あ
る
場
合
は
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
上
水
道
以
外
の
井
戸

水
な
ど
で
下
水
道
を
使
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
下
水
道
の
料
金

算
出
が
使
用
人
数
に
よ
っ
て
変

わ
り
ま
す
。

■問
上
下
水
道
課
（
☎
８
８-

３

３
３
７
）

下
水
道
水
洗
化
相
談
窓
口

　

水
洗
化
工
事
（
排
水
設
備
の

接
続
替
え
工
事
）
に
つ
い
て
相

談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。
水

洗
化
工
事
を
考
え
て
い
る
方
や
、

工
事
に
つ
い
て
の
不
明
な
点
な

ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
上
下
水
道
課
（
☎
８
８-

３
３

３
７
）

　

こ
ち
ら

　

消
費
生
活

相
談
窓
口
で
す

　

「
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
勧
誘

　
　

の
注
意
点
」

　
「
お
宅
の
屋
根
が
気
に
な
っ

た
の
で
」「
無
料
で
耐
震
診
断

し
ま
す
」
な
ど
の
勧
誘
を
受
け

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

全
国
で
年
間
約
９
千
件
の
訪

問
販
売
に
よ
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
悪
質
で
巧
妙
な
手
口
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

契
約
を
す
る
前
に

①
「
今
な
ら
お
得
」「
あ
な
た

だ
け
に
安
く
」
と
い
う
言
葉

に
は
用
心
し
ま
し
ょ
う
。

②
工
事
を
す
る
か
ど
う
か
は
、

相
見
積
り
を
取
っ
て
、
手
間

と
時
間
を
か
け
て
十
分
に
検

討
し
ま
し
ょ
う
。

③
ご
高
齢
者
の
場
合
、
ご
家
族

や
身
近
に
い
る
方
が
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
ら

　

訪
問
販
売
の
場
合
、
工
事
開

始
後
で
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
の
期
間
内
で
あ
れ
ば
解
約
で

き
ま
す
。

不
審
を
感
じ
た
ら

　

身
近
な
消
費
生
活
相
談
窓
口

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

６
月
の
消
費
生
活

相
談
日　
　
　
　

14
日
・
28
日
（
火
）
午
前
10
時

～
正
午
／
午
後
１
時
～
４
時

相
談
方
法　

役
場
２
階
第
２
会

議
室
へ
来
庁
ま
た
は
電
話
（
☎

８
８-

６
６
１
６
〈
当
日
用
〉）

多
重
債
務
法
律
相
談

（
６
月
）　　
　
　
　

▼
城
陽
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

３
日
（
金
）
午
後
４
時
～
７

時
▼
京
田
辺
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

８
日
（
水
）
午
後
４
時
～
７

時
▼
木
津
川
市
役
所
北
別
館

10
日
・
24
日
（
金
）
午
後
４

時
～
７
時

▼
八
幡
市
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー

７
日
（
火
）
午
後
１
時
～
４

時
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
☎
０

５
７
０-

０
６
４-

３
７
０
）

■問
・
■申
府
山
城
広
域
振
興
局
消

費
生
活
相
談
窓
口
（
☎
２
１-

２
４
２
６
）／
産
業
振
興
課（
☎

８
８-

６
６
３
８
）

府
警
本
部
長
・
府
交
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰

　
　
　

交
通
安
全
功
労
者　

垣　

内　

清　

市
さ
ん

　

優
良
安
全
運
転
管
理
者　

矢　

野　

泰　

男
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
㈱
矢

野

園
）

　
　

優
良
運
転
者
「
金
賞
」　

西　

出　

嘉　

彦
さ
ん

　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

吉　

岡　

英　

夫
さ
ん

府
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

　

交
通
安
全
優
良
学
校

　
　
　
　

宇
治
田
原
小
学
校
（
＝
増
田
千
秋
校
長
）

チャンスを分かち、未来を拓こう
男女共同参画週間　６月23日～29日

　男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭
で、それぞれの個性と能力を発揮できる「男女
共同参画社会」その実現のためには皆さん一人
ひとりの取組が必要です。
　私たちのまわりの男女のパートナーシップについて、この機会に考えてみま
せんか？
　女性は人口の半分、労働力人口の４割余りを占め、社会、政治など多くの分
野の活動を担っています。しかし、他の先進国と比較して、指導的な立場で活
躍する女性が少ないのが現状です。このため、女性に積極的に機会を提供する
「ポジティブ・アクション（積極的改善措置）」を企業、団体、地域社会などで
推進することが求められています。

内閣府男女共同参画局ホームページ http://www.gender.go.jp

　今日、水道は、ほとんどの住民が利用できるまで
に普及し、健康的な生活や社会活動を支える必要不
可欠な生活基盤施設として、重要な役割を果たして
います。
　本町でも、安全でより質の高い飲料水を安定的に
供給できるよう、日々努力しています。近年はより
一層の水需要の増大や渇水に対処する必要性が生じ
てきました。そのためにも、限りある水資源を大切
にしましょう。

　今日、水道は、ほとんどの住民が利用できるまで
に普及し、健康的な生活や社会活動を支える必要不
可欠な生活基盤施設として、重要な役割を果たして
います。
　本町でも、安全でより質の高い飲料水を安定的に
供給できるよう、日々努力しています。近年はより
一層の水需要の増大や渇水に対処する必要性が生じ
てきました。そのためにも、限りある水資源を大切
にしましょう。

■問 上下水道課（☎88－3337）

第53回水道週間

６月１日～７日「蛇口から あふれるぼくらの 夢・未来」
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（４月22日～５月25日）

　

北
限
の
茶

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　

お
茶
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い

る
最
北
端
は
北
海
道
で
す
。
札

幌
の
北
西
、
積
丹
半
島
の
古
平

町
に
あ
る
禅
源
寺
と
い
う
お
寺

の
庭
に
植
え
ら
れ
て
い
て
、
今

も
雪
除
け
な
ど
し
て
大
事
に
育

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
お
茶
の
生
産
が
産
業

経
営
と
し
て
成
り
立
つ
土
地
は
、

新
潟
県
村
上
市
と
茨
城
県
大
子

町
を
結
ん
だ
線
が
北
限
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

村
上
市
は
新
潟
県
北
部
に
あ （122）茶

さ

論
ろ ん

り
山
形
県
に
近
い
所
で
す
。
こ

の
地
で
生
産
さ
れ
る
茶
は
村
上

茶
と
称
さ
れ
ま
す
。
一
方
の
大

子
町
は
茨
城
県
北
部
の
山
間
地

に
あ
り
福
島
県
と
栃
木
県
に
近

接
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
の
茶

は
奥
久
慈
茶
と
称
さ
れ
ま
す
。

ど
ち
ら
の
産
地
も
宇
治
の
茶
実

が
播
種
さ
れ
た
も
の
で
約
四
百

年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

両
地
域
と
も
積
雪
寒
冷
地
と

い
う
厳
し
い
栽
培
条
件
、
そ
し

て
産
地
間
競
争
や
後
継
者
不
足

な
ど
に
よ
っ
て
耕
作
面
積
が

年
々
減
少
し
て
き
て
い
ま
す

が
、
現
在
も
「
北
限
の
茶
」
と

し
て
、
こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
生

産
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
北
地
方
の
茶
産
地
に
は
黒

石
茶（
青
森
県
）や
檜
山
茶（
秋

田
県
）
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が

産
業
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
衰
退

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
で
な
ん
と
か
頑
張
っ
て
る
の

が
岩
手
県
の
太
平
洋
沿
岸
で
栽

培
さ
れ
て
き
た
気
仙
茶
で
す
。

　

三
陸
地
方
は
、
今
回
の
東
日

本
大
震
災
で
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
陸
前
高
田
市
で

は
高
台
に
逃
げ
て
助
か
っ
た

人
々
が
駆
け
上
が
っ
た
裏
山
が

茶
畑
だ
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。厳
し
い
風
雪
に
耐
え
た「
北

限
の
茶
畑
」
が
人
々
の
命
を
救

い
ま
し
た
。

　

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復

旧
・
復
興
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
気
仙

茶
が
伝
承
さ
れ
て
行
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
宇
治
田
原
町
長

　
　
　
　
　

 

奥
田　

光
治
）

　

ホ
タ
ル
が
棲す

め
る

　
　

豊
か
な
自
然
を
い
つ
ま
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
月
は
環
境
月
間

ホ
タ
ル
学
習
会

日
時　

６
月
18
日
（
土
）
午
後

７
時
30
分
～
９
時
※
雨
天
の
場

合
は
屋
内
学
習
の
み

場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
２

階
ロ
ビ
ー
集
合

講
師　

阪
本
伊
三
雄
さ
ん
（
環

境
生
物
研
究
会
会
長
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
必
要

■問
・
■申
教
育
委
員
会
教
育
課（
☎

８
８-

５
８
５
０
）

６
月
か
ら
エ
コ
通
勤
デ
ー

　
　

町
職
員
、
環
境
に

　
　
　

や
さ
し
い
方
法
で
出
勤

　

６
月
か
ら
町
で
は
、
地
球
温

暖
化
防
止
を
進
め
る
た
め
、
毎

月
第
１
水
曜
日
を
「
エ
コ
通
勤

デ
ー
」
と
定
め
、
環
境
に
負
荷

が
少
な
い
方
法
で
の
通
勤
を
促

進
す
る
取
組
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

エ
コ
通
勤
デ
ー
に
は
町
職
員

が
「
公
共
交
通
機
関
利
用
」「
バ

イ
ク
、
自
転
車
、
徒
歩
」「
１

台
の
車
に
乗
り
合
わ
せ
」
に
よ

る
通
勤
を
率
先
し
て
積
極
的
に

行
い
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
取
組
は
、今
後
、企

業
等
へ
も
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

■問
建
設
・
環
境
課
（
☎
８
８-

６

６
３
９
）

夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　

家
庭
や
事
業
所
で
も

　
　
　
　
　
　
　

ぜ
ひ
実
践
を

　

町
の
施
設
で
は
、
エ
コ
職
場

活
動
を
推
進
し
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど

を
図
る
た
め
「
夏
の
エ
コ
ス
タ

イ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
全
国
的
な
節
電
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

例
年
よ
り
開
始
時
期
を
早
め
５

月
16
日
か
ら
実
施
。
10
月
末
ま

で
行
い
ま
す
。

　

施
設
の
適
正
冷
房
に
努
め
、

職
員
が
暑
さ
を
し
の
ぎ
や
す
い

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、
ノ
ー
上
着
な

ど
の
軽
装
（
ク
ー
ル
ビ
ズ
）
を

励
行
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
建
設
・
環
境
課
（
☎
８
８-

６

６
３
９
）

　

胃
下
垂
で
太
る
こ
と
は
な
い

と
豪
語
し
て
い
た
20
代
。
な
ん

の
こ
と
は
な
い
、
人
並
み
に
加

齢
と
と
も
に
お
腹
が
ポ
ッ
コ
リ
。

　

６
月
か
ら
始
ま
る
エ
コ
通
勤

デ
ー
。
久
し
ぶ
り
の
自
転
車
通

勤
で
、
少
し
で
も
ス
タ
イ
リ
ッ

シ
ュ
ボ
デ
ィ
に
近
づ
け
た
い
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　

（
Ｋ
）

対　　象　乳幼児
必要事項　写真を貼付のうえ、メール本文に

子どもの氏名（ふりがな）と年齢
（○歳○ヶ月）とメッセージ（25
文字以内）

備　　考　紙面の都合上、掲載できない場合
がありますのでご了承ください。

送 信 先　info@town.ujitawara.kyoto.jp
　　　　　（総務課広報アドレス）

□携帯カメラでハイチ～ズ
テ ー マ　自由（公序良俗に反しないもの）
必要事項　写真を貼付のうえ、簡単な説明文
　　　　　　（25文字以内）と住所･氏名を明記

　

た
わ
わ
ち
ゃ
ん
＆
茶
ッ
ピ
ー
と
楽
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　

う
ぐ
い
す
幼
稚
園
お
茶
摘
み
体
験

 ５　／　18

　

う
ぐ
い
す
宇
治
田

原
幼
稚
園
（
＝
堀
陽

子
園
長
・
38
名
）

の
お
茶
摘
み
が
、
園

所
有
茶
園
（
立
川
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
に
交

じ
っ
て
、
３
年
前
か

ら
交
流
の
あ
る
京
都

タ
ワ
ー
の
マ
ス
コ
ッ

ト
で
町
の
お
茶
文
化

大
使
も
務
め
る
「
た

わ
わ
ち
ゃ
ん
」
と
町

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー「
茶
ッ
ピ
ー
」

も
一
緒
に
お
茶
摘
み

を
楽
し
み
ま
し
た
。

南出　光
ひかる

ちゃん〈4才9ヵ月〉

　　　歩
あゆみ

ちゃん〈2才2ヵ月〉

兄弟仲良く元気いっぱい
遊ぼうね。

（じいじ＆ばあば）

　

ま
ち
か
ど　

ほ
っ　

と　
　


